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支

那

詮

券

市

場
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民

族

資

本

と

の

閥

聯

に

お

い

て

l
|

f患

永

行

清

財
政、/

詮
差是
左
庭
業
誼
雰

応
そ
一
間
経
済
O
抽
出
展
に
は
金
融
基
調
に
閤
滑
な
る
推
進
力
を
求
む
る
を
重
要
前
提
と
す
る
。
資
本
形
成
が
諮
象
化
贈
す
る
己
と

多
大
た
る
現
代
に
あ
っ
て
は
金
融
市
揚
の
殻
遠
の
た
め
に
は
誇
券
市
場
と
D
関
聯
が
極
め
て
緊
密
で
あ
弘
。
詮
務
市
場
は
詮
胸
部
由
民
買

を
執
行
し
、
詮
山
部
市
債
を
持
制
ず
る
唯
一
白
市
揚
で
あ
る
。
設
器
市
揚
の
騰
簿
は
金
融
市
揚
に
闘
係
密
接
に
し
て
、
銀
行
の
奇
麗
は

そ
り
一
部
を
詮
朱
の
購
置
忙
克
て
、
銀
行
D
貸
出
は
そ
の
一
部
を
諸
家
捨
保
と
し
て
貸
付
け
る
。
銀
行
の
徐
費
は
大
部
分
は
誰
品
悼
を

以
て
短
期
投
資
、
と
す
る
。
銀
行
自
費
行
務
は
詮
山
砕
を
以
て
夜
行
準
備
占
す
る
。
偶
々
金
融
恐
慌
に
際
曾
す
れ
ば
詮
券
市
揚
を
以
て
現

品
宜
供
給
の
源
泉
E

と
す
る
。
詮
祭
市
場
は
平
時
に
あ
っ
て
金
融
市
場
の
融
資
活
動
の
地
た
る
白
み
友
ら
宇
、
恐
慌
時
に
あ
っ
て
は
金
融
市

揚
白
外
府
と
な
り
金
融
市
揚
の
準
備
庫
と
も
友
句
匁
か
く
白
如
〈
詮
象
市
揚
に
つ
い

τ
の
支
那
側
見
解
に
は
特
異
の
も
の
は
左
い
。

詮
品
州
市
揚
に
は
財
政
設
泰
と
産
業
詮
晶
悼
と
が
設
揚
ず
る
。
前
者
は
政
府
の
殻
行
に
か
L
る
色
白
で
あ
り
後
者
は
舎
「
位
。
護
行
す
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
前
者
は
公
債
市
揚
と
も
稽
せ
ら
れ
、
後
者
は
株
式
市
揚
と
も
云
は
れ
る
が
後
者
に
は
更
に
枇
債
が
伴
ム
。
さ
れ
ば

翻
馳
を
建
へ
て
詮
象
市
相
輔
の
上
場
物
件
は
株
努
と
債
券
に
分
つ
己
と
も
出
来
る
が
、
合
祉
は
株
式
と
祉
債
を
殺
行
し
、
政
府
は
公
債

傍
五
十
五
巻

支
那
謹
都
市
場
申
性
格
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支
那
謹
券
市
場
白
性
格

第
五
十
五
十
種

F、

第

= 
碑

回

を
褒
行

f
z
か
ら
こ
6
h

で
は
遡
切
で
た
い
。
然
も
類
別
を
細
分
す
れ
ば
更
に
夫
々
隠
劃
を
行
び
得
る
で
あ
ち
ろ
が
、
叉
更
に
見
方
を

縫
へ
れ
ば
設
雰
市
揚
に
は
そ
の
詮
表
取
引
に
現
物
、
先
物
の
別
が
あ
り
、
文
妓
期
、
長
期
の
草
芹
も
識
別
す
る
要
が
あ
る
。

E
L
で
は

問
野
を
制
約
し
て
民
族
そ
れ
自
韓
白
費
本
を
活
用
し
て
そ
白
地
域
産
業
白
開
褒
溌
展
の
た
め
に
参
護
せ
し
め
る
と
い
ム
役
割
の
下

位
、
支
那
白
詮
保
市
場
に
つ
い
て
の
特
異
性
を
検
出
し
て
己
れ
が
蹄
趨
を
指
示
し
た
い
。
そ
の
た
め
に
は
便
宜
上
財
政
詮
券
と
産
業

詮
稼
と
を
詮
晶
体
市
場
の
一
読
忽
匝
別
と
し
て
そ
の
遮
替
業
績
主
一
瞥
す
る
。
支
那
の
揚
合
通
観
し
て
民
族
費
本
白
滑
用
が
極
め
て
建
滞

し
て
ゐ
た
と
と
は
言
を
倹
た
た
い
。
そ
と
に
は
一
面
財
政
詮
北
悼
の
分
野
が
展
開
し
た
も
の
は
見
出
さ
れ
る
が
、
時
形
的
で
あ
り
正
常

的
訟
も
の
を
取
上
げ
得
ゃ
、
他
国
定
楽
譜
車
悼
の
領
域
は
不
振
を
極
め
て
ゐ
た
。
健
全
性
で
あ
れ
ば
財
政
詮
雰
と
産
業
詮
拍
車
の
建
前
は

本
来
反
援
す
る
も
白
で
は
た
い
筈
で
あ
る
。
モ
白
不
健
全
性
の
由
来
を
明
瞭
に
し
、
大
東
亜
共
楽
園
建
設
に
営
っ
て
臆
能
協
力
の
一

源
泉
と
し
て
現
地
資
力
活
用
の
課
題
解
説
白
一
助
と
し
た
い
。

支
那
一
時
証
券
市
場
は
上
海
に
の
み
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
た
い
が
、
過
ぎ
来
り
し
方
を
顧
み
呂
時
上
海
が
金
融
市
揚
に
占
め
し
地
位

は
上
梅
詩
集
市
揚
を
検
討
白
封
象
と
す
る
に
沿
い
て
支
那
詮
都
市
揚
の
全
貌
を
明
瞭
た
ら
し
む
る
に
困
難
を
費
ゆ
る
も
の

d

で
は
た

い
。
上
海
誼
器
市
揚
は
支
那
側
白
も
む
と
外
図
側

C
E白
と
に
二
大
別
す
る
こ
と
が
出
来
、
支
那
側
の
も
り
と
し
て
は
1

上
梅
華
商

詮
朱
交
易
所
」
が
あ
り
、
外
回
側
白
も
の
は
「
上
梅
衆
業
会
所
」

(ωFE事
自
由
吉
井
出
"
の

E
ロ
唱
)
が
あ
る
尚
而
し
で
雨
者
を
匝
別
ず
る

時
直
ち
に
注
意
を
喚
鵡
せ
し
め
ら
れ
る
と
と
は
華
商
詑
券
交
易
所
は
財
政
諮
紫
を
上
揚
L
恰
も
会
債
市
揚
で
あ
り
、
衆
議
会
所
は
産

業
説
家
主
上
揚
し
い
は
ピ
株
式
市
揚
と
在
っ
て
ゐ
た
己
と
で
あ
る
。
華
商
盟
問

l

歩
交
易
所
は
財
政
詮
紫
取
引
よ
り
向
で
得
友
か
っ
た
と

い
い
ふ
と
と
が
直
ち
に
投
機
に
胸
苔
れ
た
と
い
ム
酌
貯
で
は
た
い
が
、
投
者
白
健
全
牲
を
持
養
し
た
も
の
で
は
左

λ
、
投
機
の
不
健
全

性
に
暗
詔
し
た
も
の
と
た
っ
た
白
で
あ
る
寸
衆
業
会
所
比
産
業
設
券
と
し
て
む
建
前
マ
怯
詮
器
市
揚
た
る
性
能
を
持
っ
た
と
は
い

上海之金融市場、頼関研究、俸三場第七期、 pp.~33"':""'134 
公債市場、艇済研究、告書三巻第九湖、 pp.38ι-387
J. E. Meeker， ibid. pp. 397-4∞ 中主那振興株式曾世調査課、上潟華商霞
券業概況ヲ pp.ふ-7.
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て
企
業
費
本
田
健
全
性
に
貢
献
し
た
も
白
で
は
た
い
。
己

h

k
衆
業
会
所
忙
つ
い
て
は
更
に
注
目
に
値
す
る
と
と
が
あ
る
。
そ
れ

は
産
業
詮
雰
投
資
に
つ
い
て
は
在
支
外
人
資
本
の
費
接
位
変
那
人
忙
ょ
っ
た
で
あ
ら
う
と
い
ふ
と
と
に
つ
い
て
で
あ
る
白
然
も
そ
白

己
と
は
衆
業
公
所
主
通
じ
て
企
業
資
本
が
支
那
経
済
に
寄
興
し
た
と
と
忙
た
っ
て
居
れ
ば
敢
て
取
上
げ
た
い
け
れ
ど
も
、
己
の
勲
章

乃
器
は
弐
白
如
く
論
議
し
て
ゐ
る
。
米
関
商
に
属
す
る
上
海
電
力
合
祉
の
優
先
株
所
有
者
は
、
該
舎
一
枇
白
一
九
三
三
年
の
年
報
を
根

強
と
す
れ
ば
、
六
九
%
ま
で
が
支
那
人
で
あ
る
と
い
ひ
、
己
L
に
外
籍
銀
行
へ
の
支
那
人
預
金
以
外
に
措
い
て
支
那
白
軍
閥
、
豪
紳

と
外
図
勢
力
が
結
合
せ
し
大
道
が
あ
っ
た
と
い
ふ
。
更
に
そ
れ
と
同
時
虻
支
那
側
銀
行
が
外
商
詮
雰
に
投
資
し
た
額
も
少
〈
友
い
白

で
あ
っ
て
、
E
L
に
民
族
工
業
資
本
及
び
財
政
雨
方
面
へ
白
裂
展
・
た
き
を
表
示
す
る
外
に
、
更
に
列
図
勢
力
の
在
支
資
本
支
配
E
増

大
し
た
も
り
が
あ
る
と
い
ふ
黙
を
力
説
し
て
ゐ
る
。

華
商
詮
雰
交
易
所

支
那
D
詩
器
業
の
歴
史
は
銀
行
業
白
進
展
と
傾
向
世
間
巴
く
し
で
居
り
、
そ
の
第
一
歩
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
っ
て
読
朱
取
引
は

そ
の
端
を
前
清
光
緒
末
葉
に
裂
し
て
ゐ
る
。

h
海
ほ
支
那
金
融
並
に
商
業
の
楠
紐
で
あ
り
、
需
品
掛
業
も
上
梅
に
あ
っ
て
育
成
せ
ら
れ

た
も
白
と
い
ふ
に
と
が
出
来
る
。
最
初
誇
出
掛
市
場
し
と
し
で
の
形
態
を
取
る
に
至
り
し
は
株
式
市
揚
と
し
て
で
あ
り
、
支
部
側
首
稼
業

清
末
外
商
側
に
上
海
洋
商
股
票
摘
客
公
舎
(
目
。

E
E写
盟

国

E
E
Z
G
Zぇ
r
E
B雪
国
)
及
び
上
海
栄
業
公

未
組
織
前
に
あ
っ
て

支
那
側
と
し
て
は
民
関
三
年
上
海
股
票
商
業
公
舎
と
し
て
創
始
し
た
も

所
(
司
吋
声
明
F
E専
陸

自

sr
担
問
。
宮
司
自
命
)
が
成
占
止
し
て
居
り
、

白
が
あ
る
。
後
来
支
那
側
誰
雰
市
場
は
恰
も
公
債
市
揚
た
る
か
の
貨
態
に
推
移
す
る
に
至
り
し
も
営
初
D
事
情
は
明
か
に
株
式
市
揚

と
し

τ間
後
し
た
も
り
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
清
末
上
海
は
特
移
出
入
繁
華
に
向
ひ
外
岡
詮
h
F
D
流
入
漸
〈
多
〈
、
殊
に
椴
皮
股

支
那
霞
券
市
場
自
性
格

第
五
十
五
巻

F、

第
= 
腕

五

玉承志、中園金融費本論、 p.114 
楊蔭博、中園金融論、 p.)63 上海之金融市場、経静岡究、第三巻第六期、 P
35 固有名稲に統ーを酷「。
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支
那
語
券
市
場
自
性
格

部
五
十
五
巻

丹、

四

第
三
抗

六

国
最
邸
ち
ゴ
A

株
白
如
き
は
支
那
人
側
D
注
恵
を
引
起
し
た
。
併
し
乍
ら
華
商
の
こ
の
種
株
式
仲
買
に
従
事
す
る
も
の
一
乏
し
く
、
外
閣

人
の
操
作
ず
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
宣
統
二
年
の
橡
皮
風
潮
の
跡
を
承
貯
て
上
洛
誇
車
悼
む
寅
買
は
外
商
株
式
に
限
定
さ
れ
外
商
の
濁
占
一

d

取
扱
と
な
り
、
華
南
に
し
て
設
第
寅
民
主
一
専
門
職
業
と
す
る
も
の
は
未
だ
現
出
し
友
か
っ
た
。
民
間
初
年
陀
及
ん
で
、
支
那
側
商
人

が
始
め
て
諮
祭
事
業
を
経
営
す
る
も
の
あ
る
に
至
り
し
を
停
へ
て
ゐ
る
。
併
し
乍
ち
猶
仲
買
人
性
質
の
附
業
に
と
w
h

ま
つ
で
居
り
、

設
雰
白
専
業
と
た
っ
た
の
は
上
海
股
票
商
業
公
曾
の
設
立
を
以
て
起
鮪
と
た
す
も
の
で
あ
り
、
而
し
て
こ
の
範
闘
の
棋
張
さ
れ
し
は

上
梅
幸
商
詮
恭
交
易
所
の
成
立
し
て
か
ら
以
降
白
こ
と
で
あ
h

叫

上
海
股
巣
商
業
公
舎
は
民
間
三
年
秋
組
成
さ
れ
た
も
白
で
あ
り
、
取
扱
誰
赤
種
類
は
各
種
公
借
敢
に
株
式
共
他
雑
務
比
及
び
取
引

と
し
て
は
盛
ん
な
る
も
の
あ
り
し
も
、
株
式
に
つ
い
で
は
僅
か
に
中
閥
、
交
通
、
中
関
通
商
等
の
銀
行
株
式
、
招
商
局
、
漢
冶
拝
、
漢

口
既
掛
水
電
、
奥
漠
錦
町
時
、
商
務
印
書
館
、
中
華
書
局
止
一
?
の
舎
枇
株
式
で
あ
っ
た

G

か
〈
て
民
図
九
宅
詩
器
業
務
の
護
誌
に
印
鹿
し

て
上
梅
幸
商
詮
紫
交
易
所
が
股
葉
商
業
公
舎
の
提
明
に
よ
っ
て
開
設
さ
れ
る
こ
と
L
た
っ
た
。
同
詩
券
交
易
所
は
産
業
誰
雰
市
揚
と

し
て
の
設
展
を
恰
も
反
映
し
た
る
如
く
抜
大
改
組
さ
れ
た
も
白
で
あ
っ
た
が
、
十
一
年
春
に
は
信
交
風
潮
と
得
せ
ら
れ
し
不
況
に
際

合
し
て
漸
〈
前
芽
期
に
入
り
し
華
商
白
産
業
設
表
市
場
は
こ
こ
に
頓
挫
し
た
。
設
交
易
所
の
株
債
は
汲
落
し
で
経
紀
人
即
ち
仲
買
人

の
停
業
せ
し
も
の
多
く
、
交
易
所
仕
改
組
主
見
る
に
至
っ
た
。
繭
後
闘
民
政
府
の
成
立
に
及
び
で
は
順
調
で
あ
り
、
そ
の
業
務
の
務

展
は
共
他
交
易
期
比
比
較
し
て
そ
れ
を
凌
駕
す
る
も
の
が
あ
り
円
殊
に
民
国
二
十
一
一
年
五
月
、
政
府
交
易
所
法
の
命
中
る
と
こ
ろ
に

従
ひ
統
一

D
E
と
を
見
る
に
至
っ
た
。
交
易
所
法
第
二
僚
に
よ
っ
て
同
一
回
域
内
に
同
一
性
質
の
安
易
所
二
筒
所
を
有
し
得
や
と
い

ふ
建
前
に
従
っ
た
。
官
時
上
海
詩
券
物
品
交
易
問
既
に
存
立
し
て
居
り
ぷ
拙
も
詩
家
取
引
を
取
扱
っ
て
ゐ
た
か
ら
、
読
券
部
門
を
華
商

詮
務
交
易
所
に
合
併
し
、
資
本
一
百
二
十
万
元
、
経
和
人
八
十
名
と
し
て
、
華
商
誇
券
夜
易
所
と
し
て
は
重
ね
て
改
組
し
た
も
り
で

がある。

中岡謹券業之組織及其業芳、極済研究、告書二巻第八期、 p.105 
前掲、中岡金融論、 pp~3?~4-~65.: 股票塑警告曾設立以前を茶官時代白謹券
市場、設立以後を公舎時代由設券市場、語券交易所成立以蕗を交易所時代白

3) 
4) 



あ

ら己
白
筒
皐
一
夜
絞
遁
に
沿
い
て
看
過
し
難
い
事
柄
は
華
商
読
券
交
易
斯
は
犬
慢
設
展
過
程
在
辿
っ
て
ゐ
た
外
観
主
呈
し
て
ゐ
る
が
、

寅
態
に
語
い
て
果
し
て
そ
の
説
家
取
引
の
内
容
が
公
債
市
揚
と
し
て
の
棋
大
友
り
し
か
株
式
市
揚
と
し
て
の
隆
盛
た
り
し
か
に
つ
一
い

て
取
調
べ
て
置
〈
己
と
り
必
要
で
あ
る
。
既
遁
せ
し
如
〈
支
那
側
誇
券
市
揚
は
企
業
資
本
に
は
級
建
い
も
白
と
た
っ
て
ゐ
る
の
で
あ

る
が
、
唖
目
指
骨
取
引
所
と
し
て
最
も
優
位
を
占
め
し
華
商
誇
券
交
易
所
由
経
器
内
容
を
見
る
時
交
易
所
そ
の
も
の
は
賞
展
し
た
と
し
て

も
、
そ
の
資
態
に
ウ
い
で
は
崎
形
的
推
移
を
辿
り
し
E
と
が
明
瞭
に
た
っ
て
来
る
。
そ
れ
は
民
国
十
一
年
の
改
組
の
頃
を
契
機
と
し

て
産
業
詮
雰
よ
り
遠
ざ
か
り
し
も
の
と
い
ふ
己
左
が
同
来
る
。
支
那
誇
恭
ヂ
叩
相
曹
に
た
い
て
は
株
式
の
み
た
ら
や
、
公
債
取
引
が
注
意

を
惹
昔
始
め
た
の
は
民
国
五
、
六
年
頃
か
ら
で
あ
っ
た
が
、
十
一
年
の
改
組
以
降
公
債
取
引
の
傾
向
を
増
大
し
て
居
り
、
爾
後
の
動

向
児
島
い
て
は
公
債
取
引
の
方
が
優
位
を
占
め
来
っ
た
。

衆

公

所

業

(
吋
町
内
印
}
耳
目
問
自
】
何
回
目

E
己
n
開
百
宮
間
口
問
符
)

の
由
来
一
を
知
っ
て
置
く
必
要
が
生
宇
る
。
衆
薬
公
所
は
外
人
経
替

己
L
で
上
海
衆
業
会
所

の
唯
一
在
る
株
式
市
蕩
で
あ
る
。
光
紹
十
七
年
創
立
の
上
海
洋
商
股
築
関
客
公
舎
な
る
外
人
株
式
仲
民
人
公
舎
と
光
緒
三
十
一
年
創

立
せ
し
衆
業
公
所
に
前
者
が
合
併
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
。
そ
の
機
構
は
合
員
白
白
山
寅
川
氏
と
な
っ
て
居
り
、
品
川
所
比
は
資
本

(
西
人
八
十
七
人
、
華
人
寸
コ
一
人
}
で
あ
り
、
上
海
の
洋
商
股
伶
印
ち
介
商
株
式
が
大
半
を
よ
口
め
て
ゐ

が
な
い
。
合
員
定
数
は
一
百
名

る。
衆
業
公
所
は
十
種
の
銀
行
及
銀
公
司
股
葉
、
在
種
の
保
険
公
司
股
票
、
十
六
種
白
地
産
公
司
股
葉
、
六
種
白
舶
塙

(
y
ツ
タ
)
・
倉

支
部
詮
券
市
場
白
性
格

第
五
十
五
巻

F、
五

第
三
競

七

謹券市場と三期に分つ。
民岡九年との処遇もあり、明確を扶 (~o u) 輯掛肝究、静」巻第八期、 p.106~ 
華肉股禁0'1遊i臣、新中園報、三十一年二月十三H。設立事情明確を世r。
正承志、中間金融費本論、 p.:11:2 章四棒、中断貨幣金融問題、 p，339. 量業

)
)
〉

，h
J
Z
2
 



支
那
謹
券
市
場
。
性
格

第
五
十
五
巻

第
三
部

一
八
六

八

庫
及
運
輸
公
司
股
袋
、
八
種
の
公
用
事
業
股
票
、
凶
種
の
紛
続
公
司
股
葉
、
三
十
八
種
。
橡
皮
(
ゴ
ム
)
及
墾
殖
公
司
股
票
、
共
他
十

三
種
の
優
先
股
巣
、
三
十
六
種
目
公
司
償
票
、
十
七
種
の
上
海
租
旧
作
市
政
情
票
、
一
一
種
の
倶
融
市
部
情
票
が
あ
り
、
百
五
十
五
種
を
計

上
し
て
ゐ
る
が
、
己
れ
等
は
庄
支
外
人
に
腐
し
て
ゐ
た
ぺ
華
荷
A
H
雰
交
易
所
が
主
力
聖
公
債
に
控
い
て
ゐ
た
と
と
h
針
蹴
的
に
仇
目

に
値
す
る
と
と
ろ
で
あ
り
、
然
も
衆
業
公
所
に
上
揚
さ
れ
る
土
地
明
治
誇
券
投
資
の
資
態
は
恐
ち
〈
犬
宇
は
支
那
人
に
よ
っ
て
た
さ
れ
た

も
白
た
ら
ん
と
の
鮪
に
期
間
意
主
要
す
る
も
の
が
撚
む
と
と
は
既
に
一
寸
燭
れ
て
置
い
た
如
〈
で
る
る
叫
衆
業
公
所
白
蓮
替
は
外
商
側

に
あ
り
、
然
も
そ
白
上
場
す
る
と
こ
ろ
は
産
業
詩
鼻
持
で
あ
り
、
更
に
そ
れ
へ
の
投
資
は
支
那
側
よ
り
一
注
さ
れ
た
も
の
多
曹
を
占
む
る

と
い
ふ
一
聯
の
抽
出
は
、
凡
そ
支
那
側
投
費
た
る
も
の
は
た
と
ひ
取
引
所
上
場
の
企
業
資
本
た
る
も
り
を
宥
取
し
得
る
と
し
て
も
、

外
商
側
白
支
配
下
に
掌
損
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
を
物
語
る
d

上
海
華
商
一
首
公
交
易
所
の
上
場
誰
券
中
に
は
株
式
を
認
め
得
て
も
、
崎
形

的
で
あ
り
投
機
的
に
し
て
純
正
友
企
業
資
本
た
る
も
の
に
乏

L
〈
、
そ
の
主
力
は
政
府
公
債
で
あ
り
、
支
那
文
献
に
俄
り
に
財
政
市

揚
と
し
て
評
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。
牢
乃
器
が
己
の
胸
間
貼
に
沿
い
て
要
約
せ
し
と
と
る
は
(
ご
支
那
民
族
資
本
の
落
後
的
地
位
で
あ

り
、
(
二
)
支
那
金
融
資
本
に
岩
砂
る
外
部
勢
力
の
支
配
で
あ
り
、
(
三
)
支
那
金
融
市
揚
に
た
け
器
内
部
勢
力
白
支
配
で
あ
与
。
己
の

要
約
よ
り
章
乃
器
は
弐
心
結
論
を
誘
導
し
て
居
り
、
そ
れ
は
(
一
)
曾
祉
企
業
の
護
建
と
健
全
資
本
市
揚
の
建
設
、
三
一
)
現
代
的
金
融

市
揚
と
資
本
市
場
の
完
成
、
会
一
)
金
融
梅
田
確
立
で
争
る
。

支
那
金
融
資
本
は
非
生
産
的
投
資
を
減
少
し
産
業
投
資
を
増
大
し
友
け
れ
ば
友
ら
む
は
常
然
の
要
請
と
た
っ
て
来
る
の
で
あ
る

が
、
そ
れ
は
金
融
市
場
白
選
管
を
外
的
束
縛
と
内
的
牽
引
上
り
離
脱
し
た
も
の
忙
恥
し
い
て
遂
行
し
た
け
れ
ば
友
ち
在
い
。
産
業
時
前
券

が
土
揚
物
件
と
し
て
不
遁
切
た
る
が
放
に
そ
の
分
野
狭
少
売
る
ま
i
A

忙
放
世
さ
る
べ
き
で
は
友
〈
、
金
融
市
揚
自
ら
も
産
業
闘
係
改

善
白
鷺
備
工
作
を
押
進
め
て
行
か
た
け
れ
ば
た
ら
た
い
。

主主所は九十八人の締品目人にして、その中九人出支那人であるとの記載もある。
章乃器、中関貨幣金融問題、 pp.339-340
解済研究、第ご巻第八湖、 p.107 厩扱讃穿百三十穏としてゐるものも見受
ける。 5) 王主主志、申圏金融費本論、 p.114 

3) 

4) 



支
那
側
諸
説
砂
市
揚
白
一
賢
建
は
第
一
夜
忙
茶
舎
の
程
度
か
ら
第
二
次
に
公
曾
白
域
に
稜
展
し
、
詩
碑
持
市
場
と
し
て
は
第
三
次
忙
既
忙

民
国
九
年
か
ら
は
上
梅
幸
商
諮
問
鼻
持
交
易
所
白
成
立
を
告
げ
、
交
易
所
の
組
織
を
持
っ
た
諸
問
券
市
揚
と
在
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
れ
は

市
揚
推
移
の
一
般
段
階
を
進
ん
だ
も
の
で
あ
り
、
別
注
広
夫
々
の
茶
脅
時
期
に
し
て
も
会
合
時
期
に
し
て
も
叉
交
易
所
時
期
忙
し
て

も
支
那
特
有
ゑ
部
分
的
事
情
を
求
め
得
る
己
と
が
可
能
で
あ
ら
う
け
れ

E
も
己
主
で
は
視
野
を
制
約
し
だ
い
。
も
っ
と
も
交
易
所
時

期
に
入
れ
る
段
階
に
し
て
も
厳
密
に
は
少
し
く
遡
っ
て
置
く
方
が
事
貨
に
即
臆
し
た
と
と
に
-
た
る
か
と
も
思
ム
。
そ
れ
ほ
北
京
誇
赤

交
易
所
の
出
裂
に
つ
い
て
で
あ
り
、
同
交
易
所
は
民
図
七
年
で
あ
っ
て
資
本
一
百
寓
元
、
経
記
人
六
十
人
に
し
て
、
園
府
の
南
京
に

集
部
す
る
士
で
は
そ
白
替
業
も
若
干
護
達
し
た
も
の
L
A

如
〈
で
あ
る
。
さ
れ
ば
支
那
詮
山
都
市
場
を
論
や
る
一
途
ど
し
て
は
北
に
長
け

Z
北
京
詮
券
交
易
所
、
南
に
あ
叫
り
る
上
海
華
商
諸
説
件
交
易
所
並
に
上
海
読
雰
物
品
交
易
所
を
掛
照
せ
し
む
る
と
と
も
山
川
来
る
。
上
続

詮
雰
物
品
交
易
所
は
民
園
九
年
の
成
立
で
あ
り
、
資
本
五
百
寓
元
を
擁
し
、
各
交
易
所
中
、
ト
ぃ
位
忙
一
帰
一
し
、
替
業
範
聞
は
庚
き
に
瓦

り
有
仮
設
袋
、
棉
紗
、
棉
花
、
皮
毛
、
金
銀
、
食
糧
、
布
必
の
七
部
門
を
持
ち
し
も
そ
れ
等
は
組
織
上
の
一
優
位
に
と

E
ま
り
、
品
百
噌
明

白
雪
を
侍
え
難
く
、
有
償
誰
務
部
門
の
一
音
量
の
如
〈
二
十
一
一
年
五
月
上
海
華
霊
祭
査
官
投
合
し
て
ゐ
る
。
上
皇

先
物
品
交
易
所
は
時
間
的
に
も
既
K
民
問
九
年
の
設
置
で
あ
り
、
規
模
も
犬
き
〈
、
交
易
所
時
期
目
入
り
て
の
大
雪
友
存
荘
で
あ
り

且
詮
島
知
交
易
所
と
物
品
交
易
所
と
の
類
別
企
し
で
も
制
同
意
さ
る
べ
昔
も
の
で
も
あ
る
。
併
し
乍
ち
北
の
北
京
諮
雰
交
易
所

ι針
し
て

も
、
上
海
白
読
券
交
易
問
と
し
亡
も
、
支
那
金
悼
の
主
流
を
在
す
誰
雰
交
易
所
と
し
て
は
上
海
華
商
詮
券
交
易
所
を
取
上
ぐ
ペ
き
で

あ
る
。
詮
器
交
易
所
と
し
て
の
封
照
を
特
に
衆
業
公
所
に
求
む
べ
き
所
以
の
も
の
は
華
南
金
融
市
揚
と
洋
商
金
融
市
揚
と
し
て
白
形

式
の
封
立
に
沿
い
て
で
は
た
〈
内
容
に
あ
り
し
は
既
に
若
干
記
遁
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

品
開
五
十
五
巻

一A七

衆
業
会
所
は
介
入
経
替
で
あ
る
が
己
乙
に
上
揚
さ
れ
た
る
鐙
泰
は
果
し
て
誼
正
に
評
債
付
け
さ
れ
た
で
あ
ら
う
か
否
や
を
見
る
。

支
那
置
穿
市
場
白
怯
格

第
三
韓
心
隙
=
一
九

(二〕は植民地化、(三)は封建的高利貸白
9) 前掲、中園貨幣金融問題、 p.34S-346.

6) 香上銀行白如き外籍銀行由支那側預金もとの分野田も白で忘る.
7) 主承志、中岡金融資本輪、 p.113. 

• 8) 前揖、中園貨幣金融問題、 p.345 
‘支配ともいはれるととるである。



支
那
謹
券
市
場
。
性
格

第
五
十
五
容

J‘L 
F、

第
三
醜

四
O 

衆
業
公
所
で
は
通
常
の
利
姐
は
往
々
五
、
六
分
に
過
ぎ
だ
い
と
い
ふ
。
然
る
忙
華
商
詮
券
交
易
所
に
あ
っ
て
は
年
利
六
分
公
債
は
利

廻
が
八
分
以
下
に
低
下
す
る
と
と
は
研
少
で
あ
り
、
遇
常
一
一
割
二
分
以
上
に
問
る
と
さ
へ
報
E
て
ゐ
る
。

E
の
賭
に
つ
い
て
央
承
梧

は
支
那
側
詮
中
部
市
揚
と
外
聞
側
諸
問
券
市
揚
に
長
け
る
利
廻
を
比
較
し
て
、
「
と
れ
ば
我
々
に
突
の
こ
と
を
明
瞭
に
示
す
も
の
で
あ

る
。
同
じ
上
海
白
金
融
市
揚
に
あ
っ
で
封
建
性
の
高
利
貸
が
依
然
民
族
金
融
資
本
D

一
方
而
比
叡
現
し
て
居
り
、
外
間
金
融
資
本
方

面
に
は
別
個
の
様
相
が
あ
る
。
か
か
る
激
し
い
利
廻
の
差
白
あ
る
に
沿
い
て
は
中
園
民
族
工
業
資
本
が
間
際
資
本
ど
競
争
し
能
は
ざ

勾

る
を
誰
も
が
看
取
し
得
る
止
と
ろ
で
あ
る
」
と
い
ム
。

支
那
の
設
雰
交
易
所
と
し
て
は
共
他
蒋
波
読
雰
交
易
所
(
民
間
二
十
年
成
立
て
漢
口
詩
努
交
易
所
(
民
闘
二
十
四
年
成
立
)
の
如
き
が

山
本
げ
ら
れ
る
が
、
己
れ
等
に
つ
い
て
は
特
記
す
る
程
の
経
歴
争
求
め
得
を
い
。
と
と
で
は
上
海
衆
業
公
所
の
存
在
が
上
海
誇
努
交
易

所
に
大
き
く
針
服
さ
れ
る
所
以
を
形
式
と
内
容
か
ち
一
腹
明
か
に
し
て
置
く
だ
け
で
論
旨
を
進
め
て
行
〈
。

四

誼
券
市
場
と
金
融
市
場

支
郊
の
読
葬
市
揚
は
前
活
し
た
程
度
に
沿
い
て
一
際
そ
の
特
殊
性
を
知
り
得
る
も
の
が
あ
る
。
即
ち
詮
雰
市
揚
と
は
い
ふ
も
の
L

支
那
側
白
読
券
市
揚
は
財
政
誰
恭
と
し
て
公
債
市
場
を
開
拓
し
た
も
白
で
あ
り
、
産
業
譲
拘
悼
と
し
て
株
式
市
揚
を
開
拓
し
て
ゐ
悲
い

己
と
、
何
故
に
公
債
巾
揚
に
偏
在
し
た
か
と
い
ふ
と
と
の
延
長
と
し
て
投
費
白
快
乏
と
投
機
白
禰
漫
を
掲
げ
得
る
白
で
あ
り
、
と
れ

は
支
那
詮
務
市
揚
推
移
過
程
の
二
弊
害
と
し
て
提
出
さ
れ
て
ゐ
る
、
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
白
己
と
は
銀
行
費
遠
白
過
程
広
告
い
て
支
那

白?司建
性
と
に
荷
い
て
、
外
的
束
縛
.
ム
止PFと
，
」
」
内
的
拘
東
に
一
島
岳
い
て
、
叫
換
映
言
ぜ
ば
支
那
柑
粧
粧
憐
の
閏
際
性
と
地
方
性
ム
在
」
に
b
い
て
嗣
解
叶
明
さ
れ
る
領
域
で

前掲、中岡金融費本論、 p・50. 日) 原文では帝岡主義費本 ξなってゐる。
前掲、中国金融資本論、 pp.I14-l!5 
担情研究、第二巻第八期、 pp.10ι-107 

飽済研究、第二巻第八期、 p..IIO 
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も
あ
る
。

E
の
崎
形
的
推
移
は
た
と
ひ
市
易
を
強
展
せ
し
め
た
と
し
て
も
庚
義
に
し
て
も
狭
義
に
し
て
も
交
易
所
の
使
命
は
達
成
し

て
ゐ
た
い
と
と
を
現
賢
に
示
し
て
お
る
。
公
債
市
揚
の
殻
建
と
株
式
市
場
の
退
嬰
を
銀
行
の
賓
紡
と
政
府
の
動
向
に
現
れ
た
と
E
ろ

よ
り
抽
出
し
て
文
那
続
雰
市
恒
閣
の
脆
弱
在
る
所
以
を
明
か
に
し
よ
号
。

支
那
銀
行
業
の
授
信
開
係
に
島
い
て
公
債
と
有
償
問
刊
卑
悼
と
の
占
め
る
割
合
を
巌
時
慣
に
知
る
E
と
ほ
問
来
左
い
が
、

も
の
を
掲
げ
る
こ
と
が
出
来
る
。
支
那
銀
行
の
勢
力
は
地
域
的
に
は
上
海
、
天
津
、
北
京
、
南
京
、
成
束
、
漢
口
、
市
川
段
、
杭
州
、

一
際
次
の
如
き

青
島
の
九
市
並
び
に
江
蘇
、
崩
江
の
二
省
に
集
中

L
て
ゐ
る
己
と
と
内
地
の
農
工
業
と
の
閥
聯
が
薄
弱
友
る
こ
と
は
夙
に
い
は
れ
て

ゐ
る
。
む
れ
を
投
資
D
建
前
か
ら
い
へ
ば
公
債
へ
の
段
資
殊
に
上
海
に
あ
っ
て
は
地
産
へ
の
投
資
も
一
特
徴
と
た
っ
て
居
り
、
併
せ

て
外
岡
資
本
へ
の
依
存
と
交
易
心
暗
形
的
環
展
を
取
上
げ
て
、
支
那
令
一
融
の
脆
弱
面
が
論
詰
き
れ
得
る
。
王
承
志
白
い
ム
支
那
金
融

の
活
路
は
公
債
、
地
産
へ
白
投
資
の
減
少
で
あ
り
、
産
業
貸
付
へ
の
重
踊
で
あ
っ
て
、
併
せ
て
闘
際
金
融
資
本
の
在
支
の
支
配
的
勢

力
の
消
滅
で
あ
る
。
己
の
射
に
邸
し
て
設
な
市
場
に
つ
い
て
い
へ
ぽ
、
亡
と
に
い
ふ
公
債
市
揚
の
後
展
、
株
式
市
場
の
退
嬰
が

E
K

逆
輔
さ
る
べ
青
要
求
と
左
う
て
来
る
。

公
債
投
資
が
か
〈
も
諮
器
市
揚
に
抜
大
し
て
財
政
市
場
と
も
い
は
れ
て
事
賓
公
債
上
場
が
主
潮
流
と
た
り
し
由
来
E
E
E
で
概
略

解
明
し
て
置
ぷ
己
と
L
じ
た
い
。
公
債
資
質
は
大
韓
民
岡
五
六
年
。
聞
に
始
ま
っ
た
理
尚
は
、
営
時
北
京
政
府
D
稜
行
会
債
が
既
に

粉
々
一
般
投
資
家
白
注
意
を
引
越
し
た
も
の
が
あ
り
し
こ
と
で
あ
る
。
更
に
公
債
取
引
が
強
度
比
投
資
家
D
注
視
を
受
け
る
に
五
り

し
は
前
掲
白
信
交
風
潮
殻
生
を
伴
へ
し
民
閥
十
一
年
頃
か
ら
で
あ
君
と
推
測
さ
れ
る
。
支
那
側
株
式
交
易
は
漸
〈
成
生
し
か
け
た
頃

己
の
恐
慌
に
建
ひ
、
代
る
に
政
府
公
債
交
易
が
投
資
針
象
と
危
う
た
も
の
で
あ
る
二
一
)
公
債
は
推
保
権
貨
で
あ
り
・
(
一
一
)
信
用
竪
闘

で
あ
り
、
三
一
)
利
息
比
較
的
優
秀
で
あ
り
、
(
四
)
賀
山
貝
亦
便
利
た
る
に
因
る
と
い
ふ
が
と
れ
だ
け
で
は
割
切
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

第
五
+
五
巻

支
那
詩
券
市
場
白
性
格

"、
;fL 

四

第
三
説

央承晴、中園的銀行、 p.I6.pp.68---72. 3) 王承志、中閑金融費本論.pp.I8-20.
新中関報、三十一年三月十三目。 5) 前掲、中閥的銀行、 pp.78-79
前掲、巾圃的銀行、 pp.70--81 銀行業町内閣盛債投費白多主主について紙帯
設行保謹準備、有償謹券白保有比事は銀行業惑からと準商謹穿交易所由業態
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支
那
謹
穿
市
場
。
性
格

/
 第

五
十
五
番

回

一九
O

第一一江田

一
面
支
那
側
自
慢
の
見
解
児
島
い
て
も
察
知
す
る
を
得
る
D
で
あ
る
が
、
会
債
取
引
が
設
中
高
市
揚
の
需
要
に
削
ふ
と
い
ふ
遁
性
。
故

に
沿
い
て
取
扱
は
れ
た
わ
け
で
は
友
〈
、

A
A
債
取
引
は
比
較
的
安
全
に
し
て
然
も
利
息
の
割
高
と
い
ふ
己
と
を
狙
っ
た
結
果
で
あ
る

か
ら
、
詮
山
高
市
場
は
投
資
の
役
割
で
は
た
〈
投
機
の
渦
中
に
捻
込
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
は
多
言
を
侠
た
在
い
。

支
加
川
畑
蹴
行
の
投
費
関
係
が
如
何
に
公
債
ム
」
緊
密
に
併
行
し
て
ゐ
る
か
は
銀
行
業
態
に
沿
い
て
も
勿
論
己
れ
を
識
り
得
る
抗
叫
極
め

て
概
観
的
に
明
殺
す
る
事
項
と
し
て
銀
行
D
設
立
と
政
府
公
債
務
行
と
の
時
間
的
相
闘
が
あ
る
。
民
岡
元
年
よ
り
十
年
に
至
呂
間
並

に
十
一
年
上
り
一
一
十
年
に
烹
る
問
に
銀
行
設
立
教
が
多
い
己
と
は
他
国
に
北
京
政
府
並
に
南
京
政
府
の
公
債
護
行
額
の
多
か
っ
た
事

賓
が
問
'
合
し
、
叉
民
図
二
十
二
作
と
二
十
三
年
に
お
け
る
全
関
銀
行
線
行
及
び
分
文
行
設
立
が
四
百
以
上
忙
同
て
ゐ
る
と
と
も
、
政

附
公
債
及
び
金
融
公
債
の
増
後
と
い
ふ
事
貨
に
針
服
せ
し
め
得
る
も
白
が
あ
る
。
支
那
金
融
業
の
動
向
と
財
政
欣
抽
出
と
は
同
一
方
向

を
走
っ
て
居
り
、
そ
四
求
め
ん
と
し
た
活
路
は
結
局
公
債
投
資
で
あ
っ
た
。
支
那
幣
制
の
推
移
に
沿
い
て
も
殊
に
庭
用
改
元
の
前
後

に
あ
っ
て
は
明
確
に
現
れ
て
ゐ
る
己
と
で
あ
る
が
、
政
府
と
新
式
銀
行
と
白
聯
繋
は
己
己
で
は
財
政
と
金
融
と
の
聯
合
工
作
左
左
つ

て
現
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
り
，
、
回
よ
り
正
常
友
資
相
を
持
つ
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
は
投
機
性
よ
り
の
被
害
を
図
民
に
波
及
し
も
凡
も
白

で
あ
っ
た
。
銀
行
保
有
の
有
償
譲
州
都
仲
勺
モ
の
内
容
は
大
部
分
が
公
債
で
あ
り
、
祉
債
の
占
め
る
率
は
低
い
。
然
も
公
債
の
中
に
あ

つ
で
も
中
央
政
府
白
財
政
公
債
白
占
め
る
地
位
が
最
も
多
〈
、
政
府
と
銀
行
と
の
闘
聯
の
甚
大
た
る
所
以
の
も
の
を
知
5
0
か
〈
で

外
債
は
政
府
の
生
命
保
持
上
重
大
な
る
も
の
で
あ
り
乍
ら
‘
市
揚
に
遊
間
し
て
閲
民
白
支
持
を
基
底
と
し
て
ゐ
た
も
の
で
た
い
己
と

が
判
る
o

E
れ
が
理
由
と
し
て
は
、
公
債
が
投
機
的
制
象
・
と
し
て
利
子
の
銀
行
に
よ
る
狽
占
は
夙
に
説
惑
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
が
、
支

@
 

那
図
民
大
衆
が
経
怖
生
活
の
貧
困
の
故
に
公
債
を
購
入
す
る
能
力
に
扶
ぞ
る
に
閃
る
と
の
一
見
解
は
間
よ
り
麹
切
で
は
た
い
。
蓋
し

図
民
犬
家
云
々
白
論
議
よ
り
も
先
に
、

公
債
消
化
機
構
が
投
機
的
忙
狽
占
さ
れ
て
ゐ
た
己
と
を
貫
減
し
て
置
か
左
貯
れ
ば
た
ち
た

から投槽の旺曜を設(. 
楊隆博、中間金融論、 pp.377-384・ 8) 前掲、中園金融費本論、pp.21-22 

1前掲、中閥的銀行、 p.76. 有償誰穿ξ各積貸付と月比串は前者は後者より
誼に低f立であるが、離も有償誼穿白比率は逐年帯責日 uを@

7) 
9) 



い
叫
命
公
債
の
議
行
は
生
産
に
帥
舷
す
る
も
の
で
は
た
く
、
剃
匪
の
も
孔
め
の
一
軍
事
費
支
出
が
異
常
に
増
大
し
た
己
と
に
沿
い
て
生
産

に
関
係
の
在
い
領
域
に
烏
け
る
務
行
増
大
で
あ
る
と
い
ふ
の
み
た
ら
宇
、

E
の
己
と
は
更
陀
生
産
を
破
壊
し
た
も
の
と
も
た
つ
て
ゐ

、
る
こ
・
と
を
告
白
し
て
居
P
、
並
に
公
債
は
割
引
に
よ
っ
て
金
融
業
に
よ
る
投
機
の
封
象
と
在
っ
て
ゐ
る
と
い
ふ
前
掲
白
粧
鮮
が
公
債

議
行
の
不
健
全
を
物
語
る
わ
け
で
あ
る
。

然
も
銀
行
白
資
金
運
用
が
公
債
に
大
部
分
仕
向
け
ら
れ
で
ゐ
る
と
ず
れ
ば
銀
行
業
が
産
業
開
設
に
果
す
べ
雪
使
命
は
挟
け
て
ゐ
る

、、、

わ
け
で
あ
り
、
た
と
ひ
銀
行
業
の
業
績
が
数
字
的
に
増
大
し
て
も
銀
行
業
D
本
来
の
役
割
は
未
遂
行
自
主
主
で
あ
る
と
い
は
友
け
れ

ぽ
た
ら
た
い
。
銀
行
の
投
資
貸
付
に
占
め
る
産
業
栓
去
の
比
率
を
一
際
求
め
て
見
ょ
う
。
各
種
貸
付
と
有
償
請
曲
家
と
の
綿
比
例
は
念

蓮
に
増
大
し
て
、
支
那
銀
行
の
資
金
混
用
が
帥
ち
杢
固
銀
行
の
保
有
有
償
設
第
が
杢
図
銀
行
の
榊
込
資
本
額
を
さ
へ
凌
が
ん
と
す
る

と
い
ふ
域
に
業
務
の
瞳
明
大
は
一
罰
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
そ
の
有
償
詮
容
の
内
容
は
公
債
が
一
一
分
。
こ
を
占
め
て
居
り
、
そ
れ
が
非
生
産
事

業
を
卦
象
と
し
て
渡
行
さ
れ
た
る
も
の
だ
る
に
上
っ
て
、
銀
行
D
護
展
を
崎
形
的
危
ち
し
め
政
府
と
銀
行
白
紐
帯
関
係
を
と
こ
に
示

す
。
銀
行
の
晴
形
的
設
展
は
内
的
拘
束
た
る
地
方
性
と
更
に
外
的
束
縛
た
る
閉
際
性
に
制
約
さ
れ
て
生
産
増
強
と
は
縁
遠
い
存
在
た

ら
ざ
る
を
得
た
か
っ
た
。

モ
己
に
は
政
府
と
し
て
は
財
政
の
健
杢
ム
」
金
融
の
健
全
一
世
調
整
ぜ
ん
と
す
る
意
聞
が
全
然
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
政
府
が
銀

行
に
封
し
て
統
制
力
者
強
化
し
4

だ
こ
と
、
替
業
↓
般
白
不
振
は
銀
行
自
公
債
投
機
に
つ
い
て
表
落
を
反
映
し
た
己
と
を
知
り
得
札
。

然
も
民
国
二
十
四
年
春
財
政
部
設
行
白
一
億
元
金
融
公
債
白
措
置
。
知
昔
は
た
だ
銀
行
乃
至
銭
妊
に

q
い
て
の
楠
強
に
と

E
ま
り
商

工
業
救
済
へ
の
働
き
を
持
ち
得
Z
も
白
で
は
友
か
っ
た
。

銀
行
の
業
務
は
庵
業
方
面
に
長
い
て
は
活
躍
し
て
ゐ
在
い
か
ら
銀
行
業
自
費
展
が
梯
込
費
木
金
乃
至
積
立
金
に
長
い
て
示
さ
れ
る

支
那
霊
祭
市
場
白
性
格

第
三
韓

第
五
+
五
巻

九

四

前掲、中図的銀行、〆 76.，pp. 80-81 
'4} 前掲、中園金融費木論、 p.37 

前掲、中園金融費本論、 pp."1l4-25 
前掲、中閥的融行、 pp.7&ー79
前掲、中国金融費本論、 pp.31-32 
掲前、中岡金融質事論、 p.33 
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支
那
誼
券
市
場
由
性
格

静
五
十
五
巻

ブb

第
三
抗

四
l1Q 

も
の
が
あ
る
と
い
ふ
現
貨
の
事
貨
を
以
て
し
で
も
商
工
業
と
の
関
係
が
薄
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
置
か
一
託
け
れ
ば
な
ら
た

い
。
更
に
先
換
器
の
増
加
も
同
様
友
視
野
に
沿
い
て
吟
味
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
支
那
銀
行
業
務
に
長
け
る
預
金
の
増
加
に
し
て

も
そ
白
内
容
的
検
討
は
商
工
業
の
不
振
を
反
映
す
る
も
白
と
在
っ
て
居
り
、
そ
れ
は
遊
費
の
実
斥
'
と
い
ム
と
と
を
指
示
す
る
も
の
で

め

あ
る
。
商
工
業
投
資
白
進
展
は
日
賢
し
き
も
の
が
求
め
ら
れ
宇
.
櫛
縫
的
措
置
以
上
に
は
出
で
な
か
っ
売
。
銀
行
は
商
工
業
に
針
し

て
低
率
貸
付
を
行
ふ
よ
り
も
公
債
へ
白
投
機
的
利
鞘
を
狙
っ
て
ゐ
た
。
高
利
の
預
金
は
高
利
の
貸
付
た
色
ざ
る
を
得
た
い
わ
け
で
島

め

り
、
商
工
業
貸
出
は
銀
行
白
好
ん
で
進
出
し
よ
う
と
す
る
と
己

O
と
は
た
り
難
い
も
の
で
あ
っ
た
。

政
府
財
政
に
つ
い
て
は
瞥
見
に
と
ど
め
た
が
、
モ
白
推
移
か
ら
し
で
も
、
銀
行
牧
盆
の
利
捜
し

h
ら
し
で
も
商
工
業
委
遣
の
保
件
整

¥
備
は
求
め
難
い
。
そ
と
に
は
必
然
商
工
業
経
皆
憶
の
株
式
乃
至
枇
伎
の
類
が
銀
行
貸
付
の
針
象
た
り
得
ぺ
昔
一
協
力
的
歩
寄
り
が
必
要

と
な
っ
て
来
る
。
詮
券
市
揚
と
金
融
市
揚
而
し
て
会
開
市
場
政
策
と
一
聯
の
金
融
措
置
が
要
脱
さ
れ
る
所
以
は
寅
忙
こ
と
に
あ
る
叫

五

鐙
品
知
市
場
と
資
本
市
場

支
那
白
設
券
市
場
に
た
い
て
は
財
政
詮
晶
俸
と
し
て
公
債
取
引
が
褒
達
し
・
産
業
譲
券
と
し
て
株
式
乃
至
枇
債
取
引
が
表
徴

L
た
と

ー
と
は
既
に
燭
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
白
原
因
と
し
て
凡
そ
二
つ
が
掲
げ
ら
れ
て
ゐ
る
。
(
一
)
そ
の
商
工
業
の
根
底
が
不
健
全
左

る
に
上
り
、
商
工
詮
象
へ

D
投
資
、
責
買
の
槌
め
て
少
き
と
と
、
公
己
政
府
債
務
の
利
廻
が
纏
め
て
優
厚
で
あ
る
た
め
に
、
遊
資
は

す
べ
て
と
と
に
集
中
す
る
。

支
那
側
詮
雰
市
揚
に
和
け
る
産
業
詮
縁
取
引
不
振
白
原
因
は
、
(
一
)
支
那
側
曾
枇
、
工
場
の
資
本
甚
だ
少
〈
、
叉
そ
の
株
式
の
市

商
流
遁
に
乏
し
き
己
と
、
合
一
)
合
枇
株
式
が
少
数
大
株
主
に
所
有
さ
れ
市
町
流
通
を
減
や
る
己
と
、
(
一
一
一
)
合
制
合
計
が
全
開
さ
れ
ざ

P.4:; 

央承緒、中図的銀行、 pp.78-79
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称
略
ゴ
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本
、
論
第

費
行
融
巻

軸
銀
金
二

金
的
凶
第

闘
闘
中
、

中
中
、
究

、
、
調
軒

掲
掲
輯
持

前
前
張
紹

15) 
16) 
エ7)
1) 



る
に
囚
H
枇
曾
的
信
認
に
明
確
を
快
ぎ
株
式
の
市
岡
流
通
が
困
難
な
る
こ
と
、
(
四
)
舎
祉
常
事
者
が
株
式
相
場
の
額
而
以
下
た
る
を

厭
ひ
市
西
流
通
を
希
望
せ
ざ
る
己
と
、
(
五
)
株
式
の
名
義
普
換
白
煩
成
た
る
を
以
て
市
出
流
通
が
一
般
に
受
入
れ
難
き
と
と
、
(
六
}

貸
業
白
無
保
障
、
投
資
者
の
警
戒
に
よ
る
己
と
、
(
七
)
株
式
投
資
の
採
算
は
有
刺
た
ら
ざ
る
こ
と
等
で
あ
り
、
要
す
る
忙
市
困
流
通

性
に
快
ぐ
b
け
で
あ
る
。

以
上
忙
土
れ
ば
株
労
投
資
が
仲
展
せ
ざ
り
し
こ
と
、
従
て
株
式
市
場
は
産
業
設
山
速
に
貢
献
せ
ざ
り

L
己
と
を
物
語
る
わ
け
で
あ
る

が
、
公
債
取
引
が
詮
匁
市
揚
に
掠
犬
し
て
ゐ
た
反
閣
の
璃
由
は
前
注
し
た
と
こ
ろ
に
倹
つ
。
公
債
取
引
は
闘
債
の
消
化
に
お
い
て
操

作
さ
れ
た
こ
と
を
全
面
的
に
は
否
定
し
な
い
が
、
た
と
ひ
公
債
滑
化
が
園
滑
で
あ
っ
た
と
し
有
者
支
那
の
公
債
は
建
設
商
陀
快
げ
て

居

H
、
公
債
の
数
字
的
増
大
は
却
っ
て
内
乱
に
封
ず
る
軍
事
費
支
出
D
増
大
佐
反
映
し
た
も
り
で
あ
り
、
公
債
そ
白
も
白
が
健
全
性

に
快
げ
て
ゐ
た
。
技
費
者
側
の
意
向
に
存
在
し
た
も
白
は
政
府
公
債
政
策
と
歩
調
を
併
せ
た
も
の
で
友
〈
交
易
所
肥
土
っ
て
投
機
白

鞘
取
を
し
た
と
と
を
若
取
し
て
告
か
な
け
れ
ば
な
ら
ね
己
と
は
前
遁
の
如
〈
で
あ
Z
。

t
附
四
誰
券
安
易
所
そ
れ
自
慢
は
殻
展
し
た
経

歴
が
認
め
得
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
交
易
所
本
来
白
使
命
を
護
揮
し
て
産
業
時
日
建
に
ゐ
け
る
培
養
上
の
基
地
を
興
、
へ
た
も
の
と
は
危
う

て
ゐ
泣
い
。

支
郊
白
諮
雰
市
場
の
崎
形
的
欣
態
を
修
正
し
誰
朱
市
場
が
公
債
消
化
の
た
め
に
も
産
業
投
資
白
た
め
に
も
闘
滑
な
る
蓮
替
を
期
す

る
に
は
凡
そ
三
注
を
掲
げ
て
ゐ
る
。
(
一
)
政
府
は
公
債
に
封
ず
る
信
用
聖
堂
同
に
し
、
政
府
債
象
よ
り
投
機
性
を
放
逐
す
る
。
(
一
一
)

政
府
と
岡
県
と
D
統
力
合
作
に
よ
り
商
工
業
の
繁
祭
主
聞
る
、
合
一
一
)
銀
行
と
交
易
所
と
に
あ
っ
て
は
共
同
し
で
産
業
誰
雰
市
場
に
告

庁
る
株
式
と
枇
償
白
渡
良
に
注
意
す
る
。
己
白
三
黙
は
設
象
市
揚
の
遁
進
を
期
す
る
に
お
い
て
金
融
操
作
に
資
す
る
の
み
注
ら
宇
、

金
図
商
工
業
聖
徒
す
る
も
の
な
る
は
勿
論
で
あ
る
町

4

支
部
謹
券
市
場
白
性
格

第
王
+
王
晶
官

回
宝玉

第
三
観

:iL 

相酔師究、第二巻第九期、 pp..lII-II2 

楊蔭湾、中園金融論、 pp 主叩-405 佳償費買を主峰とせ L支那謹券市場に
おける騰落事情を盈債それ自身D事情と市場主 D踊職事情と其他連帯事情白
三盆より檎闘す。

.) 
3) 



文
那
謹
券
市
場
白
性
格

第
五
十
五
轡

ブb
四

第
三
腕

四
六

商
工
業
の
不
健
全
怒
る
に
よ
り
と
れ
へ
の
投
資
が
低
度
な
り
と
す
る
は
貫
相
の
前
後
開
係
に
明
瞭
を
快
P
。
支
那
の
企
業
組
織
は

元
来
大
部
分
個
人
絹
資
経
替
で
あ
っ
て
、
欧
米
新
規
の
事
業
輸
入
さ
れ
て
以
降
合
枇
組
織
の
も
の
漸
く
多
昔
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る

が
、
そ
の
国
民
性
情
が
舎
枇
組
織
に
遁
合
せ
』
?
と
い
は
れ
し
程
こ
D
角
度
の
仲
良
に
は
脆
弱
た
も
D
が
あ
っ
た
。
併
し
乍
ら
そ
の
企

業
組
織
は
個
人
凋
資
を
遁
合
せ
し
も
白
圭
ほ
断
定
し
難
〈
、
又
組
合
制
度
を
そ
の
限
界
と
す
る
も
白
と
も
規
定
し
難
い
。
要
は
枇
曾

律
が
未
だ
企
業
組
織
を
舎
枇
形
態
へ
ま
で
引
上
げ
得
ざ
り
し
段
階
に
滞
っ
た
た
め
で
あ
り
、
そ
白
己
と
白
故
に
支
那
に
は
合
枇
制
度

を
趨
合
せ
や
と
は
取
極
め
得
一
た
い
。
支
那
白
企
業
奇
本
が
却
っ
て
外
商
株
式
市
場
に
流
入
せ
し
先
行
例
は
衆
業
公
所
に
つ
い
て
明
確

に
出
て
ゐ
る
が
、
今
市
九
支
那
事
餐
以
降
に
な
い
て
も
注
硯
せ
し
め
る
も
白
が
あ
る
。
支
那
倒
産
業
設
券
市
場
。
強
化
主
張
は
首
然
属
国

起
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
次
の
如
き
諸
轄
に
根
擦
を
持
つ
ロ
(
一
)
株
式
市
揚
百
増
強
は
株
式
D
流
動
性
を
増
大
し
、
従
て

闘
内
商
工
業
D
繁
柴
を
期
し
得
べ
し
、
(
二
)
商
工
業
を
し
て
資
金
活
用
を
得
さ
し
め
市
揚
操
作
を
増
加
す
、
三
一
)
資
金
の
集
中
は
大

規
模
経
替
を
容
易
と
す
、
(
四
)
投
資
を
便
利
ー
と
す
、
(
五
)
岡
家
を
禅
議
す
。
以
上
何
れ
も
逐
弐
聯
関
す
る
事
情
で
あ
り
.
か
〈
列
項

す
る
ま
で
も
た
い
が
詮
器
市
場
の
側
面
上
り
企
業
資
本
自
動
向
に
働
き
か
け
る
次
第
で
あ

h
o

胆晶画，、

詮
券
市
場
の
再
建

支
郊
に
お
け
る
合
枇
株
式
は
第
一
弐
欧
洲
職
争
陀
際
し
て
合
枇
組
織
。
興
隆
陀
あ
り
し
事
態
に
伴
ひ
、
圏
内
商
工
業
縫
建
或
は
改

善
も
見
ら
れ
、
株
式
の
護
行
。
増
大
、
株
式
白
寅
買
の
進
展
も
己
由
時
期
比
座
胎
す
る
も
白
あ
り
と
い
は
れ
る
。
官
時
流
通
の
株
式

と
し
て
は
航
業
株
の
招
商
、
書
紹
、
紡
織
業
白
大
生
、
鋼
融
問
株
の
漢
治
棒
、
出
版
業
の
商
務
、
中
華
、
銀
行
業
の
中
国
・
交
通
、
四

明
、
期
江
、
興
業
、
中
国
語
商
等
で
あ
り
、
公
用
株
の
既
済
水
電
以
下
蘇
北
各
地
白
盤
墾
公
司
等
で
あ
る
。
そ
の
中
使
秀
在
る
株
式

市
債
は
多
く
は
額
面
以
上
に
あ
り
、
中
華
岡
民
製
糖
公
司
の
致
行
株
式
は
人
気
を
博
せ
し
と
い
ム
。
併
し
と
れ
は
欧
州
戦
守
陀
よ
る

接持額、中園金融論、 pp・52Y-S3z.骨債市憤白大IJ、を経済上白岡困主非裡
情J:の原因より抽出す。
融構研究、第之巻質事八期、 p.110. 6) 組関軒究、第三巻第八期、 p.111 
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景
気
に
と

z
t
h九
大
戦
の
終
了
と
共
に
間
内
企
業
景
気
も
倶
に
去
り
、

戦
後
経
済
恐
慌
は
支
那
へ
も
波
動
し
、
商
工
業
不
振
白

徹
、
商
工
業
腕
係
株
式
へ
白
人
気
は
冷
却
し
支
那
株
式
市
揚
の
建
設
の
依
る
べ
き
も
の
を
喪
っ
た
も
の
で
あ
る
。

新
貨
幣
政
策
寅
施
に
次
ぐ
公
債
政
策
は
己
と
に
も
意
義
を
持
っ
た
臼
民
間
六
十
五
年
二
月
統
一
新
会
伎
に
よ
る
借
換
が
公
債
市
場

白
上
に
重
要
た
役
割
主
演
ぜ
し
と
共
に
幣
制
改
革
は
株
式
市
揚
へ
の
影
響
も
伴
つ
で
ゐ
る
。
商
工
業
の
繁
柴
株
式
投
資
の
増
え
等
白

と
と
あ
り
、
株
式
投
資
白
機
運
の
興
起
は
費
需
に
膝
ぜ
ん
た
め
関
係
方
面
に
和
い
で
は
上
海
中
岡
股
葉
市
揚
の
積
極
的
計
聾
に
乗
閃

す
も
O
あ
る
に
至
り
し
を
停
ム
ロ
と
の
機
運
醸
成
の
時
期
に
支
那
事
援
の
勃
議
せ
し
街
動
は
如
何
た
る
影
響
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た

か
.
躍
溝
橋
事
費
は
や
が
て
上
海
臓
の
爆
裂
と
左
り
、
上
海
戦
は
誰
雰
取
引
を
停
頓
せ
し
め
、
株
式
市
場
が
停
滞
し
た
己
と
は
営
然

の
成
行
で
あ
っ
た
。
商
工
業
の
家
り
し
創
痛
は
深
〈
H
犬
で
あ
り
、
支
那
詮
券
市
揚
の
己
と
も
一
時
聾
を
ひ
そ
め
た
。
然
る
に
と
白

時
に
は
沓
法
幣
D
外
陸
時
現
動
の
己
と
が
あ
り
、
費
金
集
中
、
株
恭
投
資
乃
至
投
機
は
す
ペ
て
外
商
株
式
を
以
て
標
的
物
と
し
た
。
時

正
に
痛
ま
し
〈
も
奮
法
幣
の
債
値
維
持
は
奮
政
様
の
表
言
を
以
て
す
れ
ば
閲
民
の
信
認
と
遇
貨
の
操
作
に
そ
白
某
底
を
誇
示
し
た
時

に
お
い
て
で
あ
る
。
外
商
株
式
へ

D
投
機
は
前
代
未
開
で
あ
っ
た
と
い
弘
、
然
も
支
那
株
式
白
方
は
誼
間
態
依
然
不
振
の
ま
主
で
あ
っ

た
。
己
の
時
第
二
弐
欧
洲
戟
の
気
構
え
は
米
図
株
式
の
暴
落
も
そ
星
し
、
南
方
諸
地
域
情
勢
の
繋
迫
は
株
債
を
益
々
低
調
と
し
、
外
岡

株
式
思
惑
に
よ
る
激
竣
過
程
を
露
呈
し
た
。

E

E
に
沿
い
て
支
那
図
民
ほ
外
商
株
式
投
養
も
絶
針
安
全
に
非
ざ
る
を
又
絶
叫
訓
告
利
に

非
ぎ
る
を
知
担
、
支
那
詮
家
市
揚
白
提
唱
が
再
び
接
頭
す
る
も
O
あ
る
忙
軍
一
っ
た
と
と
を
停
向
。

今
干
上
海
に
は
一
一
向
数
十
憶
の
遊
資
が
投
機
の
迭
に
古
序
し
て
居
り
、
他
面
闘
還
に
関
係
大
友
る
王
規
産
業
は
資
金
の
快
乏
に
依

-P遊
展
を
阻
止
さ
れ

τ居
H
、
己
の
二
者
聞
に
は
鴻
溝
愈
深
費
を
憂
へ
て
ゐ
る
わ
け
で
あ
る
。
き
れ
ば
支
那
側
の
再
建
機
運
が
批
披

し
て
そ
の
詮
朱
市
揚
E
建
設
す
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
、

一
一
回
遊
資
を
導
入
し
、
他
」
問
商
工
業
を
合
理
的
に
設
展
せ
し
め
得
る
わ
け
で

あ
る
。
雨
者
は
相
互
に
禅
益
し
て
、
支
那
経
済
の
幅
祉
を
健
全
に
伸
展
せ
し
む
る
で
あ
ら
う
と
待
望
さ
れ
る
所
以
の
も
の
が
あ
私
。

支
那
謹
券
市
場
自
性
格

第
五
十
五
巻

第
三
一
瞬

ブL
瓦

四
七

W. Y. Lin: The New Monetary System of China， ~937， pp. 103-104 
紐沸肝究、第二巻第八期、 pp.II2-II3. 
経済師究、静二審第八期，;p. 13。
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主
那
謹
券
市
場
自
性
格

第
五
十
五
巻

ブL
六

第
三
擁

四
丹、

支
那
株
式
市
場
へ
白
要
求
は
如
資
に
現
れ
て
ゐ
る
が
、
現
段
階
を
以
て
す
れ
ば
恐
ら
〈
次
の
如
き
程
度
。
も
の
ア
一
あ
ら
う
。
即
ち

目
前
華
商
株
式
交
易
漸
弐
登
建
し
つ
つ
あ
り
と
雄
も
一
崎
市
揚
の
域
の
も
の
で
あ
る
。
上
海
遊
資
は
市
商
に
充
斥
し
、
外
商
株
式
投
資

上
り
還
流
し
た
も
の
で
あ
り
、
銀
行
涙
金
は
減
息
に
よ
っ
て
利
息
白
微
薄
を
訴
へ
て
居
り
、
華
商
株
式
投
資
の
比
較
的
安
定
左
る
を

報
じ
て
ゐ
る
。
他
聞
諸
法
幣
憤
値
の
低
落
し
た
と
と
は
各
企
業
経
皆
に
崎
彪
的
渡
建
を
資
し
て
居
り
、
か
〈
で
株
債
は
額
面
を
超
過

。

ず
る
と
い
ム
事
態
に
告
い
て
華
商
株
式
は
目
前
相
営
白
褒
展
機
運
に
あ
る
こ
を
を
報
じ
て
ゐ
る
。

読
券
市
揚
と
し
て
は
品
目
枇
株
式
の
市
揚
と
し
て
果
し
た
も
の
で
な
く
、
要
約
し
て
企
業
費
本
の
外
野
は
未
開
拓
で
あ
り
、
開
附
来
に

開
拓
ナ
ペ
き
領
域
は
多
介
に
残
っ
て
ゐ
る
。
会
債
償
票
の
市
場
と
し
て
も
買
献
し
得
ざ
り
し
も
の
、
公
債
市
揚
と
し
て
財
政
誇
雰
白

消
化
巨
つ
い
て
も
そ
れ
は
投
機
的
社
も
の
で
あ
り
、
建
設
目
的
に
副
ひ
し
も
の
で
危
か
っ
た
。
更
に
投
機
封
象
と
し
て
宥
取
し
て
も

地
方
公
債
は
未
開
拓
白
も
白
で
あ
っ
た
日

楊隆博、巾岡金融論、 pp.368-369. 
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6) 

金
融
市
揚
に
告
け
る
奇
産
と
し
て
の
詮
券
貸
付
と
し
て
白
読
家
、
投
資
と
し
て
の
諮
雰
は
極
め
て
軍
要
度
を
持
つ
も
の
と
た
っ
て
よ

居
り
、
然
も
そ
れ
が
従
来
白
岡
狗
自
の
警
官
を
不
可
能
と
し
た
支
那
に
あ
っ
て
、
そ
の
本
格
的
再
建
期
に
帥
L
て
民
族
資
本
の
動
向
一
一
一
一
泊

+
-
5
 

と
し
て
産
業
読
券
市
場
に
持
つ
意
義
を
と
E

に
震
要
腕
し
た
い
a
金
融
市
揚
に
訟
け
る
有
償
設
朱
白
作
用
は
緊
密
で
あ
り
、
た
だ
に
子
称
p

コ
一
本
、

有
償
説
朱
を
投
機
白
針
象
に
語
い
て
取
引
す
る
に
と
ど
ま
ら
宇
、
資
本
は
誇
赤
化
さ
れ
て
ゐ
る
今
日
の
経
済
段
階
忙
あ
っ
て
は
詮
朱
圭
費
論

一
融
融

市
揚
は
金
融
市
揚
と
D
閥
瑚
よ
り
更
に
資
本
市
場
の
そ
れ
に
嫡
大
ず
る
。
金
融
市
場
と

L
て
D
健
全
性
の
だ
め
に
も
従
来
の
誇
山
部
市
十
金
金

宮
一
園
岡

揚
は
改
善
さ
れ
-
な
け
れ
ば
左
ら
血
も
白
で
あ
っ
た
が
、
更
に
金
融
市
揚
が
商
工
産
業
資
本
白
国
滑
軒
期
f
る
売
め
に
も
資
本
市
揚
と
払
中
中

し
て
の
商
目
を
強
制
帽
し
左
け
れ
ば
な
ら
砲
も
O
で
あ
る
。
然
も
君
主
揚
の
職
能
は
在
来
の
霊
山
機
構
の
背
景
に
ゐ
い
て
確
立
を
要
岨
帥
醐

新
王
張

撃
す
る
も
白
で
は
あ
り
得
な
い
。
支
那
笹
山
高
市
場
の
再
建
は
経
済
新
秩
序
の
建
前
に
お
い
て
途
行
さ
れ
ん
と
す
る
所
以
の
も
D
を
そ

の
基
底
に
吟
味
し
て
置
か
-
な
け
れ
ば
在
ら
註
い
。


